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関
西
で
活
動
す
る
イ
タ
リ
ア
料
理
の
旗

手
と
し
て
知
ら
れ
る
山
根
大
助
さ
ん
（
56

歳
）
は
、
小
学
校
か
ら
高
校
卒
業
後
ま
で

市
内
で
育
っ
た
そ
う
で
す
。
平
成
28
年
に

30
周
年
を
迎
え
た
大
阪
市
中
央
区
の
本
店

で
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
な
ど
を
伺
い
ま

し
た
。

　

市
立
東
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
当
時
、

住
ん
で
い
た
の
は
高
宮
あ
さ
ひ
丘
の
高

台
。
周
辺
に
は
ま
だ
た
く
さ
ん
の
緑
が
あ

り
ま
し
た
。
「
自
転
車
に
乗
っ
て
飯
盛
山

ま
で
行
き
、
の
ど
が
乾
い
た
ら
道
端
の
す

か
ん
ぽ
を
か
じ
り
、
秋
に
は
あ
け
び
を
山

ほ
ど
食
べ
た
。
わ
ら
び
や
つ
く
し
、
せ
り

も
採
り
ま
し
た
。
た
め
池
も
あ
ち
こ
ち
に

あ
っ
て
、
え
び
や
小
ぶ
な
を
捕
ま
え
て

…
」
。

　

わ
ら
び
を
集
め
た
と
き
、
農
家
で
稲
わ

ら
を
分
け
て
も
ら
い
、
焼
い
て
灰
を
つ

く
っ
て
、
そ
の
灰
で
本
格
的
な
あ
く
抜
き

に
挑
ん
だ
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
日
本

の
原
風
景
の
よ
う
な
体
験
で
し
た
。
「
命

を
い
た
だ
く
と
い
う
感
謝
と
敬
意
。
食
材

へ
の
思
い
が
今
の
仕
事
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
語
り
ま
す
。

　

わ
ら
び
の
あ
く
抜
き
に
と
ど
ま
ら
ず
、

う
ど
ん
を
手
打
ち
し
て
家
族
に
振
る
舞

う
、
小
さ
な
料
理
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
イ
ラ
ス
ト
や
自
動
車
の
デ
ザ
イ

ン
を
描
く
の
も
好
き
で
得
意
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
市
立
第
一
中
学
校
か
ら
府
立
南
寝

屋
川
高
校
（
現
府
立
緑
風
冠
高
校
）
に
進

ん
だ
頃
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
料
理
人
、
ど
ち

ら
を
目
指
す
か
決
め
か
ね
る
ほ
ど
。
「
デ

ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
に
は
、
ま
ず
難
関
大
学

に
入
ら
な
い
と
―
―
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
机
に
向
か
っ
て
勉
強
す
る
の

は
苦
手
だ
っ
た
の
で
」
と
料
理
の
道
を
選

ん
だ
そ
う
で
す
。

　

高
校
卒
業
後
、
大
阪
市
の
調
理
師
学

校
、
神
戸
市
の
老
舗
イ
タ
リ
ア
料
理
店
を

経
て
昭
和
59
年
に
イ
タ
リ
ア
へ
。
ミ
ラ
ノ

に
あ
る
現
代
イ
タ
リ
ア
料
理
を
代
表
す
る

店
な
ど
で
飛
び
込
み
で
修
業
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

昭
和
61
年
に
帰
国
し
、
大
阪
市
内
で

「
ポ
ン
テ
ベ
ッ
キ
オ
」
と
い
う
店
を
開
き

ま
し
た
。
一
般
の
日
本
人
に
と
っ
て
ま
だ

ス
パ
ゲ
テ
ィ
と
言
え
ば
洋
食
屋
さ
ん
、
ピ

ザ
は
宅
配
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
時

代
。
山
根
さ
ん
の
店
は
、
素
材
を
生
か
す

創
意
工
夫
し
た
現
代
的
な
イ
タ
リ
ア
料
理

を
提
供
す
る
、
関
西
の
草
分
け
で
し
た
。

平
成
16
年
に
は
、
イ
タ
リ
ア
の
食
文
化
紹

介
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
、
同
国
政
府
か

ら
勲
章
を
受
章
。
こ
れ
ま
で
２
０
０
人
近

く
の
弟
子
を
育
て
、
多
く
の
人
が
独
立
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
、
忙
し
い
仕
事
の
合
間
に
市

立
明
和
小
学
校
で
食
育
の
出
前
授
業
を
引

き
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
子
ど
も

の
頃
、
す
ば
ら
し
い
体
験
が
で
き
た
ふ
る

さ
と
だ
か
ら
」
。
こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ

れ
ば
、
協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
そ
う

で
す
。

山
根
　
大
助

わ
ら
び
や
つ
く
し
を
採
っ
た

ふ
る
さ
と
の
体
験
、
今
に
つ
な
が
る

「
ポ
ン
テ
ベ
ッ
キ
オ
」
創
設
、

イ
タ
リ
ア
料
理
シ
ェ
フ

「食材への感謝と敬意
を忘れない」と語る
山根さん
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　４月１日、待機児童保育施設「クローバー」が
成田西町にオープンしました。この施設は、市の
「待機児童ZEROプラン」に掲げる事業の１つで、
希望する保育所などに入所するまでの間、一時的
に児童を受け入れる民間の認定こども園の分園と
して、現在、９人の児童が入所しています。
　木のぬくもりある、子どもの笑顔があふれる保
育施設となっています。

保育施設「クローバー」がオープン
年間を通じた待機児童ゼロを目指して

桜のライトアップ 
約 5 万 9,000 人を魅了

　３月30日～４月８日に打上川治水緑
地で行われた「桜のライトアップ」は、
10日間で延べ約５万9,000人が訪れ、幻
想的な夜を楽しみました。貸し出した竹
細工ランタンを手に、会場を散策する姿
もちらほら。池に映り込む桜、着物の帯
でドレスアップした桜、淡いピンクや紫
色で照らされた桜など、たくさんの桜が
SNSで発信されました。
　期間中、毎日日替わりで市内の飲食店
が出店された「桜カフェ」は大にぎわ
い。寝屋川土産として販売された和・洋
の「桜スイーツ」は、合計1万1,000個が
完売しました。

　３月20日、東寝屋川駅前ロータリーで植樹記念
式を行い、シンボルツリーとなるシダレザクラ３
本に土入れが行われました。
　「サクラ☆プロジェクト」の一環として、市内
に点在する桜の名所へのルートを桜でつなげるた
め、市内の鉄道駅を拠点とした植樹計画に基づ
き、寝屋川市駅から東寝屋川駅をつなぐルートと
して、昨年のさわやかロードや寝屋川左岸への植
樹に引き続き行うものです。
　シダレザクラについては、地域の雰囲気に合うも
のとして、地元との協議により決定しました。

サクラ植樹記念式
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　「第47回日本農業賞」を受賞した美井元町の南
保次さんが３月26日、北川市長に報告しました。
　全国農業協同組合中央会などが、地域に貢献し
ている農業者に贈る賞で、南さんは中でも生産者
と消費者とを結ぶ意欲的な活動の「食の架け橋の
部」で特別賞に選ばれました。
　南さんは市内でも数少ない専業農家で、住宅街
に囲まれた成田南町の水田では毎年、地元の幼稚園
児、大学生と市にちなんだ田んぼアートを作り、み
んなで収穫祭を開く活動などをしています。
※南さんについては、「広報ねやがわ」平成29年
　５月号でも紹介しました。

　３月23日、小西一雄さん、中井悠野さんが市役所を
訪れ、それぞれシニア海外ボランティア、青年海外協力
隊として２年間派遣されることを北川市長へ報告しま
した。
　小西さんは、定年まで機械製造業の会社で勤めた経
験を生かしコロンビアへ派遣されます。「コロンビアの
中小企業の人たちと一緒に働き、品質管理・生産性向
上の点で役に立ちたい」と話しました。
　中井さんは、助産師として働いている経験からガボ
ンへ派遣され、母子保健指導などを行います。「発展途
上国の人たちが、今以上に健康で幸せに暮らせるよう
力になりたい」と話しました。

日本農業賞の受賞を報告

シニア海外ボランティア、
青年海外協力隊で海外へ

　４月１日、新ごみ処理施設の竣工式を行いました。
　新ごみ処理施設は、効率の良いごみ焼却を実現
し、焼却熱を利用するごみ発電により施設内で使
用する電気をまかなえるほか、排ガス処理につい
て、法令で定められた基準よりも厳しい自主基準
を遵守するなど、環境対策に優れた施設となって
います。
　式の後には、施設見学が行われ、約40人が参加
しました。

竣工式を開催

新ごみ処理施設が完成

　４月１日から、御当地ナンバープレートを交付してい
ます。デザインには、市マスコット・キャラクター「はちか
づきちゃん」「ねや丸くん」や市の木・桜、市名の由来で
もある寝屋川をモチーフにした「川」が取り入れられ
ており、全国初となる排気量別（50cc以下・90cc以下・
125cc以下）に異なる３種類となっています。
　平日午前９時～午後５時 30分に市民税課で交付し
ており、現行のナンバープレートから交換もできます。

御当地
ナンバープレート
交付開始
全国初の排気量別
デザインを採用
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　４月15日、チュー
リップの花で絵を描く
イベントが大利町で行
われました。

　地域の小・中学生や大人約150人が参加し、キャ
ンバスにチューリップの花びらを１枚ずつ丁寧に
貼り付け、はちかづきちゃんやねや丸くん、蝶々
など、色とりどりの鮮やかなアートが完成しまし
た。
　チューリップは、産地の富山県から提供された
もので、球根生産の工程で発生する花びらの部分
を活用しています。

約２万枚の
花びらで
チューリップアート

　小路地区区画整理事業の工事完成に伴い、３月27
日、まちびらき式典が開催され、関係者など約 70
人が参加しました。
　この事業は第二京阪道路を生かした物流・商業施
設の集積を誘導し、魅力ある広域物流拠点の形成を
目指すもので、宅地や農地の造成、道路や公園と
いった公共施設整備などが進められてきました。
　今後、測量や換地処分などを行うことで事業は完
了し、誘致している物流施設や商業施設などは、平
成 32年度までに開業する予定です。

まちびらき 小路土地区画整理事業

　市内の精神科の診療所や病院、福祉サービス事業
所を利用している人が創作した作品を展示し、市民
ギャラリーで３月１８日～２０日に行われました。今回で
４回目の開催で、絵画・手芸・貼り絵・木工・書・写真など
ジャンルもさまざまな約１００点が披露されました。
　それぞれに感想を書くコメントカードも準備され、中
には「ステキなイラスト。かわいい！」と感想が貼られた
作品について、作者が「ありがとうございます」のコメン
トカードで応える交流もありました。

多彩な作品が並んだ
ハート・アート展

　打上川治水緑地では、毎年多くの渡り鳥が越冬しま
す。中でも目立つのが「ひどりがも」。雄の頭が茶色、
モヒカンヘアーのような位置にクリーム色の毛がある
のが目印です。芝生に上がり、草の実などをついばむ
こともあります。大きな音を立てたりしなければ結構、
近くまで寄って来ます。
　市内の野鳥愛好家によると、秋に最も早く渡って来
て、翌春も最後までとどまります。打上川治水緑地は、
身近に野鳥がたくさん見られる貴重なポイントです。

打上川治水緑地鳥の楽園
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　田んぼは残っていて、約半世紀前の面影がありま
す。道沿いの水路は蓋をされた暗渠（きょ）となり、
路上にマンホールが並びます。その左側はずらりと
住宅が建ちました。それでもまだ、奥に旧家の屋根
が望まれ、ゆったりした雰囲気が感じられます（撮
影地…上神田一丁目）。

　田んぼに沿った道を、花嫁が歩いています。嫁入りの
日、婚家への道筋を普通に向かうと鬼門（縁起がよくな
いとされる方角）から入ることになるので、少し離れたと
ころで車を降り、別の方角から歩いたのだそうです。ま
だ、農村風景が市内のそこここに見られた頃のことです。

写
真
館

写
真
館

ね
や
が
わ

平
成
30
年
２
月

昭
和
41
年
２
月

52
年後

　
市
民
か
ら
提
供
さ
れ
た
写
真
を
使
用
し
ま
し
た
。
30

年
以
上
前
の
市
内
の
光
景
写
真
を
貸
し
て
も
ら
え
る
人

は
広
報
広
聴
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

外環状線外環状線

寝屋川消防署
神田出張所
神田小学校

第五
中学校


